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※概要（Summary ）：MEMS デバイス上にアセンブルす

るナノ粒子等を配置した 100nm角の DNAオリガミの構

造およびアセンブル状態を AFMで観察する． 

 

※実験（Experimental）： 

 種々の DNA オリガミを設計、製作し、高速液中原

子間力顕微鏡を用いて形状を評価した。 

 

※結果と考察（Results and Discussion）： 

 設計した DNA オリガミの一例とその電気泳動結果

および AFM 観察結果を図 1，2、3 に示す。設計は

caDNAno、形状シミュレーションは CanDo を使用し

た。DNA オリガミの作製条件は、Mg イオン 18mM

を含む TRIS バッファーに M13mp18 を 20nM、各

staple を 120nM 混合し、80℃から 24℃まで 31 時間

で冷却した。続いて、冷却後のサンプルをアガロース

ゲルを用いて電気泳動し、目的とする U 字型 DNA オ

リガミが形成されているバンドを切り出し、U 字型

DNA オリガミを抽出し、AFM で観察した。 

図 3 に示すように、U 字型形状が形成されているこ

とが確認できた。 

 

図 2 U字構造 DNAオリガミのゲル電気泳動写真 

 

 

図3 U字構造DNAオリガミのAFM画像 

 

 

※その他・特記事項（Others）： 

 数十分のオーダで室温～50℃の範囲で液温を変化さ

せながら観察を試みたが、液温が変化している間、連続

して画像を取得することはできなかった。今後、装置メ

ーカと連携して液温制御下での連続観察ができる機能

を付加することを計画している。 
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図 1 設計した U字構造 DNAオリガミ 
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